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問

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

の
児
童
虐
待
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

答

香
南
市
で
の
事
件
後
、
平
成

27
年
度
か
ら
２
名
の
人
員
増
を
行
っ

た
ほ
か
、
県
の
支
援
を
受
け
て
、
担

当
す
る
全
ケ
ー
ス
の
評
価
や
支
援
方

針
の
確
認
と
見
直
し
を
行
っ
た
。

　

27
年
８
月
に
は
、
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
の
充
実
・
強
化
の
た

め
に
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
組
織
し
、

同
協
議
会
実
務
者
会
議
の
運
営
の
見

直
し
を
決
定
し
た
。
12
月
か
ら
そ
れ

ら
を
試
行
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
状

況
を
検
証
の
上
、
28
年
度
か
ら
本
格

実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
専
門
的
な
研
修
や
児
童
福

祉
司
任
用
資
格
取
得
の
講
習
会
の
受

講
な
ど
、
職
員
の
専
門
性
を
高
め
る

取
り
組
み
も
一
層
進
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
関
係
部
署
と
の
庁
内
連

携
を
図
る
ほ
か
、
学
校
や
保
育
所
等

へ
の
現
場
訪
問
を
増
や
し
、
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

28
年
度
に
は
４
名
の
人
員
増
を
図

り
、
人
員
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

問

本
市
版
ネ
ウ
ボ
ラ
構
想
と
児

童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答

同
構
想
で
は
、
市
内
５
カ
所

の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
て
、
市
内
数
カ
所
の
中
規
模

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て

⑤

全
力
で
児
童
虐
待
防
止
対
策
を

　

平
成
27
年
10
月
に
、
本
市
に
お
い
て
、
生
後
10
カ
月
の
女
児
が
虐
待
の
疑

い
で
死
亡
す
る
と
い
う
事
象
が
発
生
し
ま
し
た
。
26
年
12
月
に
発
生
し
た
香

南
市
で
の
虐
待
死
亡
事
件
の
検
証
報
告
が
な
さ
れ
、
本
市
も
対
策
を
講
じ
て

い
た
中
で
の
出
来
事
で
あ
り
、
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

各
小
学
校
区
に
１
カ
所
以
上
の
「
集

い
の
場
」
の
３
層
構
造
に
よ
る
仕
組

み
を
整
備
す
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
を

保
健
師
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
パ
イ
プ
役
と
し
て
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

地
域
の
子
育
て
に
お
け
る
連
続
性
や

一
貫
性
を
持
た
せ
る
。

　

「
集
い
の
場
」
は
、
子
育
て
世
帯

が
、
地
域
の
高
齢
者
や
子
育
て
経
験

者
と
交
流
で
き
る
場
で
あ
り
、
高
齢

者
が
子
供
に
昔
遊
び
を
教
え
る
こ
と

な
ど
を
通
し
て
世
代
間
交
流
を
目
指

し
て
い
く
。　

　

こ
う
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
に

よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
不
安
や
孤
立

感
を
な
く
す
こ
と
が
、
児
童
虐
待
の

発
生
予
防
や
早
期
対
応
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

問

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
１
８
９
の
周
知
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
市
で
は
、
公
共
施
設
へ
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
ほ
か
、
虐
待
予
防

講
演
会
や
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
ま
た
児
童
に
関
わ
る
学
校

や
保
育
所
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
周
知
を

図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
庁
内
の
人
権

研
修
で
は
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
際
の

通
告
義
務
も
説
明
し
て
き
た
。

　

今
後
も
、
市
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
な
ど
効

果
的
な
周
知
を
行
い
、
い
ち
早
く
連

絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
児
童
虐
待
防

止
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

参
考
に
し
な
が
ら
、
庁
内
検
討
委
員

会
の
議
論
を
経
て
、
本
市
の
目
標
を

具
体
的
に
設
定
し
て
い
く
。

問

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答

同
法
の
基
本
原
則
と
し
て
、

次
の
３
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

◆
女
性
に
対
す
る
採
用
、
昇
進
等
の

機
会
の
積
極
的
な
提
供
お
よ
び
そ

の
活
用
等
が
行
わ
れ
る
こ
と

◆
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
を

　

図
る
た
め
に
必
要
な
環
境
の
整
備

に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
円
滑
か
つ
継

続
的
な
両
立
を
可
能
に
す
る
こ
と

◆
女
性
の
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と

の
両
立
に
関
し
、
本
人
の
意
思
が

尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と

　

以
上
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
ン
２
０
１

６
と
一
体
の
計
画
と
し
て
、
市
域
全

体
の
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
に
つ
い
て
、
推
進
計
画
を
平
成
28

年
３
月
末
ま
で
に
策
定
す
る
。

　

ま
た
、
同
法
で
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
、
労
働
者
が
３
０
０
人
を
超

え
る
民
間
事
業
所
の
事
業
主
に
対
し

て
、
女
性
採
用
の
比
率
や
勤
続
年
数

の
男
女
差
な
ど
の
女
性
の
活
躍
に
関

す
る
状
況
の
把
握
や
、
改
善
点
の
分

析
を
踏
ま
え
た
定
量
的
な
目
標
等
を

含
む
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
と
公

表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。　

　

そ
の
た
め
、
現
在
本
市
で
策
定
し

て
い
る
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
に
基
づ
く
行
動
計
画
と
一
体
の
計

画
と
し
て
策
定
す
る
よ
う
、
庁
内
検

討
委
員
会
に
よ
る
検
討
を
開
始
し
て

お
り
、
28
年
３
月
定
例
会
に
て
計
画

案
を
報
告
す
る
。　

男
女
が
と
も
に
　
　

　
　
輝
く
高
知
市
へ

問

本
市
の
管
理
職
に
占
め
る
女

性
の
割
合
に
つ
い
て
聞
く
。

答

一
般
行
政
職
に
お
け
る
係
長

相
当
職
以
上
の
管
理
監
督
者
に
占
め

る
割
合
は
、
平
成
17
年
４
月
の
14
・

３
％
か
ら
、
27
年
４
月
は
28
・
８
％

と
、
10
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。

　

国
の
第
４
次
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
案
で
は
、
当
該
割
合
の
目
安
と

し
て
、
市
町
村
に
お
い
て
は
32
年
度

末
ま
で
に
35
％
と
い
う
割
合
が
示
さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
成
果
指
標
も

　

丙
申
（
ひ
の
え
さ
る
）
の
年
頭

に
拙
句
を
御
披
露
し
ま
す
。

　

国
憂
い　

志
士
ら
が
散
っ
た

　
　
　

夜
明
け
前　

時
を
超
え
今

　
　
　
　
　
　
　

我
立
ち
向
か
う

　

今
か
ら
１
５
０
年
前
の
１
８
６

６
年
、
旧
暦
の
１
月
21
日
に
薩
長

同
盟
が
成
立
、
翌
年
末
に
坂
本
龍

馬
暗
殺
、
大
政
奉
還
、
王
政
復
古

の
大
号
令
が
あ
り
、
こ
の
時
期
は

ま
さ
に
時
代
の
転
換
期
「
夜
明
け

前
」
で
し
た
。
そ
の
立
役
者
の
中

に
郷
土
の
若
き
志
士
た
ち
が
多
く

た
い
と
思
い
ま
す
。
選
挙
の
低
投

票
率
化
や
政
治
へ
の
無
関
心
は
、

民
主
主
義
の
腐
敗
の
始
ま
り
と
も

言
わ
れ
ま
す
が
、
既
に
看
過
で
き

な
い
状
況
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

龍
馬
が
船
中
八
策
で
示
し
た

「
上
下
議
政
局
ヲ
設
ケ
、
議
員
ヲ

置
キ
テ
万
機
ヲ
参
賛
セ
シ
メ
、
万

機
宜
シ
ク
公
議
ニ
決
ス
ベ
キ
事
」

を
実
践
す
る
た
め
に
も
、
一
国
民

と
し
て
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
た

い
も
の
で
す
。

（
議
会
広
報
委
員　

清
水
お
さ
む
）

い
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
誇
り
に

思
う
と
と
も
に
、
新
し
い
政
治
・

社
会
体
制
を
見
る
こ
と
な
く
散
っ

て
い
っ
た
彼
ら
の
悔
し
さ
に
思
い

を
は
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
夏
の
参
議
院
議

員
選
挙
か
ら
「
18
歳
選
挙
権
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
選
挙

で
投
票
率
が
低
下
し
続
け
る
中
、

こ
の
制
度
変
更
の
影
響
に
注
目
し

　

本
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
「
男
女
共
同
参

画
推
進
プ
ラ
ン
（
以
下
プ
ラ
ン
）
２

０
１
１
」
を
策
定
し
、
各
種
施
策
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
間
、
社
会
環
境
の
変

化
等
に
よ
っ
て
多
く
の
課
題
が
顕
在

化
し
て
き
た
こ
と
や
、
女
性
活
躍
推

進
法
の
施
行
な
ど
、
改
め
て
注
目
さ

れ
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
５
カ

年
計
画
と
な
る
プ
ラ
ン
２
０
１
６
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。


